






Issues in personnel management from the perspective of the actual situation of 
employee work awareness （A thought）
─Based on a questionnaire survey of companies and regular employees in the 23 wards of 


















　The purpose of this research is to question: first, what regular employees working at 
companies are thinking of working at their current workplaces （work awareness）, and 
second, what are the issues for personnel management at today’s companies based on this 
actual state of the workplace. According to a 2005 survey by JILPT （the Japan Institute for 
Labour Policy and Training）, when 1,793 people （regular employees） throughout Japan 
ranging in age from 20 to 65 were asked the reason why the selected their current form of 
employment, the number one answer was “stability of income” and the number two answer 
was “working as a regular employee.” These answers were followed by responses such as 
“work where I can make use of my specialty,” and “I can do the work I want to do,” and thus 
work awareness took the top positions. If prior research relating to these issues is reviewed, 
there are many studies which examine the types of work awareness held by employees. 
However, there are few studies which examine personnel management issues based on the 



































awareness. Research in this neglected field is the research question for this paper.
　Therefore, this research （1） identifies the types of employee work awareness by 
conducting a pilot survey, and （2） conducts factor analysis from the actual state （like or 
dislike） of work awareness by conducting a questionnaire survey based on the results of （1） , 
finds latent variables which cannot be measured from measurable variables, and clarifies 
issues of personnel management. 













要望順位 項目 順位スケール 要望順位 項目 順位スケール
1 技術指導 2.20 7 賃金 3.08
2 作業上意見 2.64 8 作業計画を知らせる 3.09
3 人間らしい取扱い 2.79 9.5 同僚との賃金差別 3.15
4 幹部の自分の仕事への意見 2.90 9.5 解雇される心配 3.15
5 エコヒイキがないこと 2.91 11 苦情 3.33
6 作業方法の変更 2.94 ― ― ―



























安定した仕事 1 2 2 1 1 1.4
快適な作業環境 2 8 8 3.5 5 5.3
良い仕事仲間 3 7 7 5.7
良い上司 4 5 5 7 6 5.4
昇進の機会 5 1 1 6 4 3.4
高い賃金 6 6 6 3.5 3 4.9
自己の創意をいかす機会 7 3 3.5 10 10 6.7
仕事を習う機会 8 4 3.5 5.2
適正な労働時間 9 9 9 8 8 8.6
容易な仕事 10 10 10 10




























新しいことを「学ぶ」機会が多いこと 22 28 16 33 25 20 29
よい「対人関係」（上役・同僚）があること 29 32 28 39 26 37 24
「昇格」「昇進」の機会に恵まれていること 15 17 15 23 6 6 19
「都合のよい」勤務時間であること 17 37 24 26 23 22 21
「変化」に富んでいること 25 23 20 15 11 34 22
「おもしろい」仕事（ほんとうに好きな仕事） 55 58 40 40 40 45 41
仕事が十分に「保障」（継続性・安全性）されて
いること
34 49 50 20 34 24 31
職務内容と自己の能力や経験がよく「合致」して
いること
19 27 25 22 50 23 27
「給料」がよいこと 43 58 49 41 35 30 41
物的作業「条件」（採光・温度・清潔さ・騒音等） 8 20 10 21 6 17 17
「自律性」が高いこと（自分の仕事のやり方は自
分で決められる）こと










































































































































































































































































































































































































（注）男性＝1,645 人　　女性＝699 人について集計 （単位：％）


































































































































































































































































































今の仕事に達成感がある .792 .227 .246 .186 0.775
今の仕事は自分にとって楽しい .759 .212 .263 .258 0.757
今の仕事に能力や創意の発揮が
できる
.753 .235 .331 .165 0.759
今の職場ではやりたい仕事がで
きる
.737 .287 .262 .163 0.721
現在の仕事にいきがいを感じる .733 .226 .310 .173 0.714
仕事に打ち込んでいるとき、充
実感がある
.731 .181 .252 .205 0.673
今の仕事は自分に合っている .717 .171 .278 .242 0.679
今の仕事には意味や使命感がある .698 .231 .243 .217 0.646
仕事を通じて自分は成長している .619 .234 .294 .277 0.601
私は今の会社に対する愛着心を
持っている
.438 .410 .269 .380
自分にとって今の仕事は裁量性
が高い
.438 .241 .426 .147
現在、責任ある仕事を任せられ
ている
.436 .219 .366 .245
仕事も余暇も両立して充実させ
ている
.417 .238 .319 .321
現在取り組んでいるのは自分の
希望で配置された仕事だ
.411 .214 .346 .192
会社から適切な処遇はなされて
いる
.255 .838 .086 .148 0.796
今の会社の自分に対する評価に
は納得している
.222 .820 .119 .160 0.761
今の賃金は世間並以上である .083 .588 .230 .015 0.406
現在、雇用の安定・安心感はある .146 .523 .107 .141 0.390
私は今の会社に引き続き勤めたい .463 .493 .036 .281
会社の経営方針や事業計画等の
情報は与えられている
.371 .454 .107 .247
今の会社で出世したい .291 .413 .211 .226
様々な経験が出来る仕事を積極
的にしている
.399 .116 .695 .141 0.675
いつもできるだけ経験したこと
のない仕事をしている




.151 .127 .545 .366 0.470
自分のキャリアは他社でも通用
する
.167 .150 .503 .256 0.370
技術・能力開発のためには自己
投資をしている
.236 .133 .483 .068
「出世」という意味では自分は成
功している
.270 .447 .481 .109
自分の職場でのコミュニケーシ
ョン能力は高いと思う
.128 .105 .396 .705 0.681
現在、同僚との人間関係は良い .347 .236 .078 .690 0.658
自分は今の職場で協調性がある .274 .156 .312 .613 0.572
現在、上司との人間関係は良い .457 .276 .063 .580 0.625
今の職場で自分に対する周囲の
評価は良いと思う
.279 .323 .347 .516 0.568
収入が増えるなら今より忙しく
なってもよい



































































































































































（McGregor, 1960）やハーズバーグ（Herzberg, 1966）である（中原2006, pp.115、岡本2005, pp.90– 95）。 






































うな行動である」（ Deci, 1975（安蔵・石田訳1980, p.68） ）。これに関してデシ（Deci）は、行動が自律的
（autonomous）か、それとも他者によって統制されているかという区別がたいへん重要であるという。自
律的ということばは、もともと自治を意味しており、自己と一致した行動をとることを意味する。統制さ
れているときは圧力をかけられて行動していることを意味しているという（Deci and Flaste, 1995（桜井訳
1999, p,3） ）。










































移りつつある。詳細は石田光男「賃金制度改革の着眼点」『日本労働研究雑誌』NO.554, September 2006. に
詳しい。特に年功、経験の長さや潜在的な能力とは異なって「コンピテンシ （ーcompetency）」という概念
が取り入れられつつある（pp.56– 57）。これは1977年にMcClellandによって生み出され、その後に
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